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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
非
居
住
者
（
外
国
人
）
の
カ
ジ
ノ
所
得
非
課
税
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
カ
ジ
ノ
所
得
」
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
我
が
国
に
お
け
る
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
（
特

定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特

定
複
合
観
光
施
設
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
国
際
競
争
力
を
確
保
す
る
観
点
や
公
営
競
技
に
お
け
る
課
税
の
状
況
を

踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
「
国
内
の
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
勝
ち
金
と
等
し
」
く
源
泉
徴
収
を
行
わ
な
い
よ
う
要
望
し
た
も
の
で

あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
十
月
九
日
に
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
法
第
九
条
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
を
令
和
三
年
十
月
か
ら
令

和
四
年
四
月
ま
で
と
す
る
案
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
の
前
に
特
定
複
合
観
光
施
設

区
域
の
整
備
に
関
す
る
税
制
上
の
取
扱
い
を
明
確
化
し
て
お
く
た
め
、
令
和
三
年
度
税
制
改
正
要
望
事
項
と
し
て
、
当
該
公

表
の
後
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
に
関
す
る
税
制
上
の
取
扱
い
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
民
間
事
業
者
が
適
切
に
投
資
判

断
を
行
い
、
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
が
、
民
間
事
業
者
と
共
同
し
て
、
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
区
域
整
備
計
画
の
認
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関
す
る
事
務
を
所

掌
す
る
国
土
交
通
省
に
お
い
て
お
尋
ね
の
要
望
の
提
出
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
及
び
六
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
十
日
に
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
「
令
和
三
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
（
以
下
「
令
和
三
年
度
与
党
税
制
改

正
大
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
非
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
所
得
」
に
関
す
る
税
制
（
以
下
「
当
該
税
制
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
、
「
Ｉ
Ｒ
事
業
の
国
際
競
争
力
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
非
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
所
得
に
つ
い
て
非
課
税
と
す
る
」
方

向
で
検
討
し
、
「
令
和
四
年
度
以
降
の
税
制
改
正
で
具
体
化
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
税
制
に
つ
い
て
は
、

改
正
の
時
期
を
含
め
、
令
和
四
年
度
以
降
の
税
制
改
正
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
政
府
の
要
望
と
真
逆
の
方
針
を
与
党
が
決
定
し
た
こ
と
」
及
び
「
与
党
に
押
し
切
ら
れ
た
」
の
具
体
的
に
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
税
制
に
つ
い
て
は
、



 

３ 

 

令
和
三
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

六
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

カ
ジ
ノ
事
業
に
お
け
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
に
つ
い
て
は
、
法
に
よ
り
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
規
制
対
象
に
カ
ジ
ノ
事
業
者
を
追
加
し
、
チ
ッ
プ
の
交
付
等
の
一
定
の

取
引
に
つ
い
て
、
取
引
時
確
認
、
取
引
記
録
等
の
作
成
・
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
へ
の
届
出
等
を
義

務
付
け
る
と
と
も
に
、
同
法
に
よ
る
規
制
に
加
え
て
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
対
し
犯
罪
収
益
移
転
防
止
規
程
の
作
成
を
義
務
付

け
、
こ
れ
を
同
委
員
会
が
審
査
す
る
こ
と
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
対
し
百
万
円
超
の
現
金
と
チ
ッ
プ
の
交
換
等
に
つ
い
て
同
委

員
会
へ
の
届
出
を
義
務
付
け
る
こ
と
、
他
人
へ
の
チ
ッ
プ
の
譲
渡
や
カ
ジ
ノ
行
為
区
画
外
へ
の
持
ち
出
し
を
禁
止
す
る
こ
と

等
の
規
制
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
国
土
交
通
省
観
光
庁
や
財
務
省
の
要
望
と
真
逆
の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
」
及
び
「
介
入
」
の
具
体
的
に
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
税
制
に
つ
い
て
は
、

与
党
税
制
調
査
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
検
討
の
方
向
性
が
令
和
三
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
た
と



 

４ 

 

承
知
し
て
い
る
。 


